
提案書評価基準

No 評価項目 配点 評価の観点

・経営層の意思決定支援に関する具体性及び実効性。

・CIO補佐官及びCAIO補佐官として果たす役割の明確性。

・会議体の企画・運営における実効性の確保。

・本業務を円滑かつ効果的に遂行するための支援体制の具体性。本市

職員と緊密に連携するための具体的な提案（例：支援者の常駐、週2

回程度の現地執務とオンライン執務の組み合わせなど）が、実効性の

高いものであるか。

・本市の財政状況や人的資源等を踏まえた計画の実現可能性。

・令和9年度の事業化を見据えた取組内容の具体性。

・AI活用ガイドライン改訂における、利便性向上とリスク管理のバラ

ンス。

・参加者の能力を最大限に活用し、具体的な成果創出に繋がる実践的

な企画内容。

・参加者の主体性を引き出すための運営手法の具体性。

・成果を事業化提案にまで昇華させるためのプロセスの明確性。

・「窓口DXSaaS」導入支援に関する、専門的知見及び実績の具体

性。

・各業務の有機的な連携及び相乗効果を創出するための全体管理手

法。

・プロジェクト全体における進捗管理及びリスク管理体制の妥当性。

・業務責任者及び担当者の専門性、実績。

・本業務の特性を理解した最適な人員配置。

・本市との連携における円滑なコミュニケーション体制の確保。

・本市のAX・DX推進に大きく貢献する、独自性及び具体性のある有

用な提案。

・提案内容の実現可能性。

技術・提案点 合計 100

価格評価点 30  30× ( 1 － 提案価格 ÷ 提案上限価格 )

総合評価点 合計 130

8 追加提案 10

6
プロジェクト

全体の推進構想
10

7 実施体制 10

・AI未活用者が利用を開始する上での障壁を取り除くための具体的な

工夫。

・全庁的な活用を文化として定着させるための、体系的かつ継続的な

仕組み。

5
専門的知見に基づく

助言・提案
15

・収集した情報に基づく、本市の実情に即した分析及び示唆の質。

・本市の課題解決に資する能動的な情報提供及び提案。

3
AX改革の推進チーム

（仮称）の企画・運営
15

4
全庁的なAI活用文化の

醸成支援
15

1
AX・DX推進

体制の整備
10

2
AX推進ロードマップの

策定及び実行環境の整備
15


